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　　　　　　　　　　　第52回米下天文門門閉門

　去る九月10日から同12日まで，W・S・Adams氏を献詠とし，　コンネクチカF州ニ

ゥロンドン市コンネクチカト學院で開かれ，下記の諸研究が蟹表された・

1，C．　B．　Watts等，サンデ1ゴとワシントンとの経度観測・

2，LM・Lewis女史，掩蔽する星の選揮法

3，1｛．R・Morgan，週極星観測よりの章動恒数

4，P．　van　de　Kamp等，標準化法による窺眞板測定の正確度・

5，F．　L．“’hipple，外方銀河の色・

6，D．13rouwer，小遊星出講ilよりする恒星位置の誤差の決定・

7，∫．H．　Pitman，眼醜連星の質量比の決定

8，J．　Schilt，ホレリス器により固有運動の分析・

9，・s．Gaposchkin，星團墜星の週期の攣動・

10，D．　B．　McLaughlin，牛規則攣星しかに座RS■

11，T・E・Sternel最小二乗法の精度・

12，C・P・Gap・schkin左人，ノ・iブiド標準野中の赤色標準・

13，F・LWhipple等，ラインム1内濠の軌道・

14，P・van　de　KamP，プレセペ群の内部運動の最大限の決定・

15‘c・LGaPoschkin　Jc人，・・1ゾ1ド窺眞光度測定，＋15。／＋250

16，J・A・1’earce，蝕攣星L大負即「x■及し白，kMIVの分光要素

17，E・A・Fath，リク天文墓での大座商攻・

18，Z．　Daniel，一百星の覗差．

19，E．　F．　CaIpenter，ヘルクレス中の銀河三星霧の群・

20，W・W．　M・rgan等，赤外部じある恒星エネルギ曲線・

21，R．　M。　Petrie等，短壽命の太陽擾簡L・

　　　　　　　　　　　龍座75番星の露光問題

龍の73番星（赤経20h　32・8m，赤緯＋74。37，5・24級，　A2P型）のスペクトル線が週期20・7

口で攣噛することがW・W・逗・Tgan氏に登見された〔・Np・76，315，77・79〕ので・
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米國．クリiヅラント市ワ1ナ1・スエiジ紀念天文毫のS・W・NcCuskcy氏は7糎の

・ス玉カメラで寓眞光度潮測を昨1933年に行ったとこム結果は・⑪・15m程度の攣光が

33一・34日の週期で表はれてるるが，スペクトル壁動とは無明係らしいと・〔AJ・1014〕

　　　　　　　　　　　ペガス座85番星の質量比

　ペヵ“ス座85番星は5・8等級及び11・3等級の二星から成る連星で，伴星の方が首星より

重いらしいといふ評のある有名な星系であるが，米國スワ1スモア大學天文豪のM・

S・Kovalenko氏が嚴密な三差襯測を窩三田に行った所，下の結果を得た・

　　　視差二〇！098　固有蓮動＝＝O．ク822　質量比MB／（lnA＋⊥nB）；・＝O・25

親差は他の槻測を参考して0・ク092と修正し，連星軌道の長牛径a二〇・ク82，週期＝26・3

年置すれば全質阜は太陽と同じくなり，各個の質量は

　　　　　　　　mA；0・75×（太陽）　　　　　　B＝0・25×（メt陽）

となり，極めて稔當な藪値を得た．〔AJ・1014〕

　　　　　　　　　　　F5乃至G5型星の雫紛織差

　米子ニユiヨ1ク市コロンビヤ大學天丈豪のシルトJan　Schilt．氏の研究によれば，

我が太陽に近似する恒星（スペクトルF5乃至G5）の脚数比（一等級毎に増す数）は，8・5

級に於いて3・98倍となり，ほゴー様の分布なることを示す，其の大部分は綾星であっ

て，雫均丁田は

　　　　　　　　　　　　TM　＝　0．ク379＞く10一一v・Vrr1

といふ公式で可なりよく表はされる．

例へば8－9等級のFIG星の赤道面上の僅差蓮動は。．／一〇2J6，覗差は雫均

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿ヒ式力）ら｝ま

叉Lund帯の8－9等；級のFIGO星の赤道上の親差蓮動は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0・ク027，從って睨差は

北緯500／650及55。／60。のFIG星からは　　　　　　　　親差は

0．ク0088

0．oe7b’

O．0072

0．0067

FIG星は4等以上に26星，5等以上に117星ある・之れ等により，9・oo等以上の星は

29400個となる・然るに灘特上，9等以上は33700星であるから巨星は4300となるが，

之れは些か多過ぎるらしい・云々〔AJ．1014〕

　　　　　　　　知者座ゼ1定星の1924年頭の極小光輝観測

　此の有名な攣星が1924年一月17日頃に極小光度になった筈だといふことは濁國ベル

リン大學天文豪のGuthnick及Schneller爾氏が推定したこと〔撃e「lin　Aka（L　Sitz」（）

（1932）〕であるが，近頃米國ゾジニ帝大學天文杢のP，Van　de　Kamp氏が，1923年

九月30日と翌年一月工4日に覗差響測の目的で撮影した此の星の光を測定した結果，

　　　　　　1923年九月30日　　当今光度1｝v・M：ag・窩3．84　（4赦卒均）

　　　　　　1924年一月！4日　　ク　　　　　　　＝＝4．19　（5一　　）
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郎ち明らかに極小を示してみる・攣光範園は0・35で，グb　＝＝ク氏等の推定よりも大き

いが，Hopmann及Sandig氏等の結果〔A．N．245，9〕と一致してみる〔A　J．1014〕

　　　　　　　　　　攣星L白鳥座W星nの研究
　白鳥座W星は一種目不規則攣星で5－6等級あたbを上下し，或る人々は牛のRV星に

類するものであると思ってみる・米國ミシガン大學のマクラフリンD・B・M：cLanghlin

博士は1928年以來此の星の眼幌擬測をなし，其の研究結果をAJ．1014に登表した・

比較星としては，

　　　　　符號　 B・D．　　赤経　　赤緯　 光度
　　　　　　ユ　　　　　　＋440　3889，　　　　　　2工h　33．61け　　　　十440　／5！　　　　　6．12

　　　　　b　十4i，　4002　21　36．0　十43　59　6．70
　　　　　　0　十45　3；V）o－S　2／　25．S　十46　e6　5．38

マクラフリン氏は臼己の槻測と共に，L・：’eta，　NIjland，1・acchini，　Ka置〕da諸氏及びB・

A．　A・會員の槻測結果をも参考にして研究の末，牛のRV星との差違を指摘し，1925

年以來の光度曲線から週期が約2う9日であることを魚見し隠梅大光度は5・5乃至5・9，

極小は6・4－6，7である・

　因みに此の星．は1920年以來わが國でも1［1本，中村，金森、亀井，村上の諸氏が槻測

してみるもので，目下花山で整理中である・〔花山ブレテン247，26・・，2S3，285號参照ユ

　　　　　　　　　　　　　人　　事　　滑　　息

　1923年以來，米國・・1ゾ1ド魚油天爵i嚢へ英魂からやって來てシヤプレイi毫長の下

に研究に從事し，主として恒星のス〈：クトルに就て多くの論文や著書を饗表し，既に

上界に生きをなしてみる　Ce¢ilia　Payne女史は；（未だ公式の通知には揺iしないけれ

ど），ロシヤから来國にやって來た青年天文家Serg．　el　Gaposch〕d11氏と結婚したらし

い・最近着の＝ウスによると，女史は名をCecilia　Payne（；aposchlくlnと改め，其の夫

i　crgei氏を學會の席上で紹介してみる．一寸珍らしい例である・

　　　　　　　小遊星ヒダルゴ（Hiδalgo（944））再素見さる

　此の／」、遊星は1920年10月31HにBaadeによつて狡見され，其の軌道要素はC・Vick

にSって登表されたが，1922年に僅か2回襯測されたのみで・其後行方不明中のもの．

であった・軌道要素は其の長牛樫が5．7八丈輩位で木星の軌道に迄達し，軌道面傾斜

（一＝＝43。）及び離心率角（二4008）が共に大きいので有名である・Vickは最近1922年以

後の木星，土星の搬動を計算して豫報位置を登表したが（花山急報第98號）此れとは別

にHarvardに於いても其の雑報位置を襲表した・目して去る8月18日に其れらしい
ものを見付けたと報じて居る。此の二つの位置には大縫な相違があるので，大分やが

ましかったが，去る10月3日，途にNeujminは，　Viclくの位置の近くにヒダルゴ小遊

星を見出した・其の0－Cは10月3日に於いてACt　・＝　＋7Am　L’6＝＋191！である・此れ

により其の近日鮎通過を1935年3月4．791日とすれば，△α＝一〇．1…△δ壽一4／になるか

ら，’ヒダルゴなる事は大艦確實となった．從って，Harvardの予報位置は誤りである

事が解かる・


